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 8-10 週齢の雄の野生型 C57BL/6 マウスを５つの小さな穴が開いた透明な板で仕切られた
ケージにいれ、仕切り板の反対側にはより大きな CD-1 マウスをいれた状態で連続 10 日間
の飼育を行った。直接的な接触は行わず、嗅覚、聴覚、視覚によるストレスを与えた。対



















同様に精巣周囲脂肪組織中の MCP-1 の mRNA 発現量や、Crown like structures(以下 CLS)
の中の MAC-2 陽性細胞数についても両群で差はなかった。しかしながら、CLS 中の Ly-6G
























(tumor necrosis factor)-αおよび MIP(macrophage inflammatory protein)-2 の mRNA
発現量はストレス群マウスの末梢血で有意に高値であった。さらに血清 HSP  (heat shoc
k protein)-72 濃度もストレス群マウスで有意に高値であった。HSP-72 は交感神経系の活
性化を介してヒトの骨髄好中球で TNF-α、MIP-2 の産生を増加させることが報告されてお
り、ストレスによって引き起こされる好中球エラスターゼの活性化に無菌性炎症のメディ
エータとして重要な役割を果たすと考えられる。 
以上より、社会的ストレスを受けたマウスでは、好中球エラスターゼの活性化により、
高脂肪食に誘導されるインスリン抵抗性が増悪し、好中球機能を調節することが社会的ス
トレスに関するインスリン抵抗性増悪の治療ターゲットとなりうることが示唆される。 
